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このたび、長期派遣研修員として、下記のとおり研修をしましたので報告いたします。 

 

記 

  

１ 研修種別                                    Ｃ     福岡教育大学附属福岡小学校研修員 

２ 研修場所及び所在地                     福岡教育大学附属福岡小学校 

                         〒810-0061 福岡市中央区西公園 12番１号 

                            ＴＥＬ     (０９２)７４１－４７３１ 

                           ＦＡＸ    （０９２)７４１－４７４４ 

３ 研究主題及び副題 

伝わる文章を書く喜びを味わう特別支援教育国語科学習 

～想起・構成・伝達を繰り返し位置付けた単元構成を通して～ 

４ 研究主題及び副題についての説明 

(1) 主題設定の理由 

ア 特別支援教育の教育課題から 

多様な人々が互いに支え合いながら共に生きる共生社会の中で、知的障害のある子供も、社会の一

員として自立し、充実した生活を送ることが望まれている。そのために特別支援教育では、生活スキ

ルの習得、職業教育、社会性の育成など自分の意思を伝えることや身近な日常生活における行動など、

日常生活や社会生活を送る上で必要な知識や技能等を身に付けられるように、子供一人一人の特性に

応じた個別の支援計画を策定し、適切な支援を行いながら、継続的、段階的な指導を行っている。こ

れらのことから将来、障害のない人と共に暮らしていくためにも、知的障害のある子供も積極的に自

分の意思や伝えたいことを、他者に伝える力や行動する力を身に付けていくことは、大切であると考

える。 

イ 特別支援教育国語科の目標から  

特別支援学校学習指導要領の国語科の目標として、｢言葉で伝え合うよさを感じる｣ことが示されて

いる。この「言葉で伝え合うよさ」には、「言葉によって自分の思いや考えをもち、伝え、共感を得る

ことができること、言葉によって自分の要求を伝え実現することができることなどがある。」と示され

ている。言葉は、声に出して言ったり、文字に書いて表したりすることで意味のある表現の機能をも

ち、その中には「書くこと」も含まれている。現代の情報化社会において、メールや手紙など、日常

生活を行っている中でも、さまざまな文字に触れ合うことは多い。話しているときに言えなかった思

いや感情を整理して伝えたり、文章として記録に残し何度も読んだりすることができることが「書く

こと」のよさである。また、知的障害のある子供も文字にして自分の伝えたいことを書くことができ

るようになることは、これからの社会を生きる上で大切な力になると考える。このことを踏まえ、伝

えたいことを文字で表し、相手に伝わった喜びを味わう本研究は、特別支援学校学習指導要領の国語

科の目標である「言葉で伝え合うよさ」を感じることにつながる上で意義深いと考える。 
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ウ 子供の実態から  

 知的障害のある子供の学習上の特

性として、成功体験が少ないことによ

り、主体的に活動に取り組む意欲が十

分でないことが挙げられている。本学

級の子供たちも、自分の伝えたいこと

を話して伝えることができる反面、文

章に書いて伝えることが難しい実態

がある。また、書く学習になると、主

体的に活動に取り組むことが難しい

様子が見られる。その背景には、記憶

の難しさや認知機能の遅れ、文章構成

の難しさがある(図１)。そのために、

自分の伝えたいことを文章に書いて

相手に伝わる経験が不足していると

考えられる。そこで、書くことに困難が生じる要因へ個別の支援を行うことで、書くことの成功体験

を積み重ね、書くことへの自信をもち、伝えたいことが伝わる喜びを味わうことができるようになり、

日常生活でも「書いて伝えたい」と自ら書き表そうとする姿につながると考え、本主題を設定した。 

(2) 主題の意味 

伝わる文章を書く喜びには、２つの喜び

がある。１つは、自分で書けた喜びである。

具体的には、伝えたい相手や目的に応じて

文章を書けたと感じる喜びのことである。

もう１つは、相手に伝わる喜びである。具

体的には、返事や反応を受け取り、伝えた

いことが相手に伝わったことを実感できた

ときに感じる喜びのことである（図２）。 

伝わる文章を書く喜びを味わう特別支援

教育国語科学習とは、自分の伝えたいこと

が相手に伝わるように、分かりやすく順序

立てて整理し、文章を通じて相手に伝える学習のことである。この学習を通じて、子供たちは自分で

伝えたいことを書けた喜びや相手に読んでもらい返事や反応を受け取ることで、伝わった喜びを味わ

うことができると考える。またこのような経験を、単元内で繰り返し、さらに年間を通じても繰り返

して行うことで、子供たちは書くことの成功体験を積み重ね、書くことへの意欲を高めることにつな

がると考える。このような学びは、学校生活や家庭生活などの様々な場面で生かされ、学習したこと

を広げることができると考える。さらに、自分で書けた喜びや、自分の伝えたいことを文章にして相

手に伝わった喜びを味わいながら、伝わる文章を書く力は日常生活の中で使える力となり、子供たち

はより自信をもって、自己表現ができるようになると考える。このような力は、将来にわたって役に

立つ重要なスキルであり、社会生活の中でも活用されると考える。 

そこで、本研究では、以下のような子供の姿を目指す。 

○ 自分の伝えたいことを文章にするために、構成を考え、簡単な語句や短い文で書くことができ

る子供                    （知識及び技能・思考力、判断力、表現力等） 

○ 自分で伝えたいことを文章にして書けた喜びや伝わる喜びを味わおうとする子供 

                          （学びに向かう力、人間性等） 

図２ 伝わる文章を書く喜びを味わう子供の姿 

 

 

図１ 知的障害のある子供の書くことへの苦手な要因 
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(3) 副題の意味 

想起とは、自分の経験を思い出し、文章

に書きたいことを見付けることである。構

成とは、伝えたいことが明確になるよう

に、事柄の順序を考えて、文章を組み立て

ることである。伝達とは、書いた文章を他

者に読んでもらい、伝えることである。こ

れらの３つの活動は、伝わる文章を書くた

めに大切なことである。しかし、知的障害

のある子供の学習上の特性として、図１に

示すような困難さが、見られる。そこで、

想起・構成・伝達に対して個別の支援を行

いながら繰り返すことで、子供たちが書く

ことに対する成功体験を積み重ねること

ができるようにしていく。 

想起・構成・伝達を繰り返し位置付けた

単元構成とは、導入段階、展開段階、終末段階の３つの段階のうち、展開段階で上記の３つの活動を

繰り返し行うことである（図３）。導入段階では、子供たちが書く目的を意識できるように、依頼され

た文章や動画を提示する。例えば、梅組が作った楽器の演奏の様子を他学年が見て、作り方を教えて

ほしいという依頼の動画や保護者が七夕会の行事はどんなことをするのか教えてほしいという依頼文

などを通して、伝えたい相手に向けて説明文や招待状などを書いて伝えたいという意識をもたせる。

展開段階では、文章を書いて他者に伝える経験を積み重ねるために、想起・構成・伝達の活動を繰り

返し位置付ける。また、書く内容を変化させながら、伝えたいことを文章に書くことを繰り返すこと

で、子供たちの書くことに対する苦手意識を克服し、書くことへの成功体験を積み重ねることができ

ると考える。終末段階では、自分で書けた喜びや相手に伝わる喜びを味わうことができるよう、伝え

たい相手からの返事を受け取る場を設定する。 

(4) 仮説実証のための着眼 

ア 想起する活動における ICT機器の活用 

自分の経験や体験したことを基に、伝えたい

ことを思い出すために写真や動画を活用する。

伝えたいことを思い出すための写真の活用は、

２つある。１つは、順序よく並んでいる写真を見

ること、２つは、写真を自分で並べることであ

る。日常の場面を思い出す際には写真が効果的

だが、より詳細な記憶を思い出すためには、動画

の活用が有効である。動画は、同じ内容の動画を

子供の実態に合わせて動画編集の仕方を変えた

り、音声・文字表記を追加したりして、伝えたい

ことを想起できるように支援する。例えば、楽器

作りの動画を提示する際に、楽器を作ったことを思い出すことが難しい子供には、楽器の作り方の手

順ごとに分かれ、手順の説明の音声や文字がある動画を提示する（図４）。このようにすることで、視

覚と聴覚の両方から内容がより効果的に伝わり、文章にして伝えたいことを思い出しやすくなると考

える。また、ICT 機器を活用することで、子供たちが自分のペースで内容を繰り返し視聴することが

でき、自信をもって伝えたいことを想起することができるようになる。そして、想起して伝えたい内

容を書くことへの意欲を高めることにつながると考える。 

図３ 想起・構成・伝達を繰り返し位置付けた単元構成 

図４ 想起する活動における動画の支援の例 



- 最終報告会要項４ - 

イ 文章構成を考えるための構成メモの活用 

自分の伝えたいことを明確にし、事柄の順序に沿っ

た文章構成を考えるために、構成メモを活用する。こ

の構成メモは、子供の実態に応じて教師が提示し、自

分で書くことができるように支援する。例えば、楽器

作りについて文章で書く場合、文章を組み立てること

が難しい子供には、楽器の作り方の順序に沿って並べ

た写真を提示し、その手順ごとに作成過程が記載され

た文カードを選べるよう支援する。また、その際、文

カードに「はじめに」、「次に」、「最後に」といった順

序を表す言葉を記載しておく（図５）。このように、子供の実態に応じた構成メモを活用することで、

伝えたいことを順序立てて構成することができるようになり、文章構成をすることへの苦手意識を軽

減することができると考える。 

ウ 伝達する活動におけるお手紙先生の活用 

 お手紙先生とは、伝わる文章を書くためのポイントを提

示し、書いた文章を読んで、感想を伝える役割である。授

業者は、お手紙先生のポイントを基に、子供一人一人にめ

あてをもたせる。また授業者は、評価の際には、一人一人

のめあてに対して、実際の子供の姿や書いた文章を基に評

価を行う。このように、授業者とお手紙先生の役割を分担

することで、子供たちが第三者にも自分で書いた文章が伝

わったと実感をもちながら、学習に取り組めると考える。

お手紙先生を活用する価値は、３つあると考える（表１）。１つは、伝えたい相手に書いて伝わった喜

びを味わう経験を積み重ねることである。伝えたい相手に何度も同じような文章を渡してしまうと書

いて伝わった喜びが軽減してしまう。そこで、最終目標である伝えたい相手に渡すまでに、お手紙先

生を通して、書いて伝わった喜びを味わう経験を積み重ねることができるようにする。２つは、書く

ことへの課題を意識できるようにすることである。伝わる文章を書くために、子供たちの実態に応じ

た順序を捉えるためのポイントをお手紙先生から提示し、説明してもらうことで、伝わりやすい文章

にするためにどうしたらよいか課題意識をもつことができると考える。３つは、子供たちの自信を高

めることである。お手紙先生を活用することで、伝わる文章が書けているか確認することができ、伝

わる喜びを味わい、書くことへの自信を高めることができると考える。このようにお手紙先生を活用

し、毎時間相手に伝わる文章になっているか確認することで、伝わる文章が書けた喜びを味わいなが

ら、伝えたい相手に文章を渡す際の自信や意欲にもつながると考える。 

(5) 研究のねらい 

特別支援教育国語科の「書くこと」において、伝わる

文章を書く喜びを味わうことができる子供を育てるた

めに、想起・構成・伝達を繰り返し位置付けた単元構成

を通して、その有効性を究明する。 

(6) 研究の仮説 

 特別支援教育国語科の「書くこと」において、想起の

ための ICT機器や、構成のための構成メモ、伝達のため

のお手紙先生を活用した活動を繰り返し位置付けた単

元構成により、子供たちは「書けた喜び」や「伝えたい

ことが伝わった喜び」を感じることができるであろう。 

備 考 ○ 在籍校と電話番号     宗像市立地島小学校 ＴＥＬ (０９４０)６２－１１７１ 

表１ お手紙先生を活用する３つの価値 

図６ 研究構想図 

図５ 文章構成を考えるための構成メモの支援の例 
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５ 指導の実際（10月実証） 

(1) 単元名 第５・６学年梅組「がっきの つくりかたを かこう」 

(2) 単元の目標 

〇 北校舎のみんなに楽器の作り方を伝えるために、伝えたいことを思い出し、事柄の順序に沿って

文章の構成を考え、簡単な語句や短い文章で表現することができる。 

(知識及び技能・思考力、判断力、表現力等) 

〇 北校舎のみんなに分かりやすく楽器の作り方の手順書を書き、書くことができた達成感を実感し

たり、相手に伝わった喜びを味わったりしようとする。      (学びに向かう力、人間性等) 

(3) 計画(６時間) 

 ア  楽器の作り方の手順書に書く内容について話し合う。               ２時間 

イ  手作り楽器の作り方を手順書に書く。                      ３時間                    

ウ  楽器の作り方の手順書を書く学習を振り返り、伝えることのよさについて話し合う。 １時間 

(4) 小単元の仮説 

 

 

 

 

 

 

(5) 指導の実際 

 ア  導入段階（１～２／６時間）      

導入段階では、「北校舎の友達や先生に伝わる分かりやすい

楽器の作り方を書きたい。」という目的意識をもつことをねら

いとした。そのために、手作り楽器の作り方を教えてほしいと

いう低学年児童からの依頼動画を提示した（資料１）。また、

動画視聴後に、低学年、中学年の友達や教師に、どの楽器の作

り方の手順書を書くか、計画を立てる時間を設定した。Ｃ児

は、資料２のような発言をし、自分で伝えたい相手と伝えたい

こと（楽器）の計画を立てる姿が見られた。                                   

考察１ 

 導入段階において、目的意識をもたせるために、低学年（ふ

じ組）からの依頼動画を提示したことは有効であった。その根

拠は、資料２に記された子供の発言にもあるように、学年の実

態に応じてどのような楽器であれば作ることができるのかを

考えていたからである。これは、相手を意識し分かりやすい文

章を書きたいという目的意識をもった姿であると考える。 

イ  展開段階（３～５／６時間） 

展開段階では、目的意識をもちながら、書く内容

や対象を変化しても一人で楽器の作り方の手順書

を書くことができることをねらいとした。そのた

めに、「想起・構成・伝達」の活動を繰り返し行っ

た。想起では、楽器の作り方を思い出すために、ICT

機器を活用した［着眼ア］。構成では、自分で文章

に書くことができるように、写真や順序言葉がな

く、自由に記述できる構成メモを活用した［着眼

第５・６学年梅組「がっきのつくりかたをかこう」の学習において、次の手立てを行えば、伝わ

る文章を書く喜びを味わう子供が育つであろう。 

〇 楽器の作り方の手順を、想起するための個の実態に応じた ICT機器の活用［着眼ア］ 

〇 楽器の作り方の文章を構成するための個の実態に応じた構成メモの活用［着眼イ］ 

〇 楽器の作り方の順序を捉えながら書いた文章を伝達するためのお手紙先生の活用［着眼ウ］ 

資料１ 低学年（ふじ組）からの依頼動画 

資料２ 学習計画作成中の C 児の発言 

資料３ 想起しながら構成メモに書いる C児の姿 
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イ］。タブレットを活用し、自分の思い出したいところで

動画を止めたり、何度も見返したりして想起しながら、構

成メモに作り方を整理していた。また、自分のペースで楽

器の作り方を思い出しながら、自分で文章にまとめるこ

とができた姿が見られた（資料３）。伝達では、お手紙先

生に伝わる文章を書けたのか伝える活動を行った［着眼

ウ］。お手紙先生から自分の文章に対しての感想をもらっ

て、Ｃ児はガッツポーズをする姿が見られた（資料４）。                                                          

考察２ 

 展開段階において、書く内容や対象を変化させながら「想起・構成・伝達」の活動を何度も繰り返

したことが有効であった。その根拠は、資料３のように、自分で ICT機器を活用しながら、構成メモ

に書いていくことで、順序を捉えながら自分で手順書を書くことができたからである。また資料４の

ように、自分の書いた手順書に対して、お手紙先生から感想をもらって、ガッツポーズをして喜んで

いる姿が見られたからである。これは、様々な楽器の作り方の手順書を書いて伝え、自分で書けた喜

びと相手に伝わった喜びを何度も味わっている姿であると考える。 

ウ  終末段階（６／６時間）       

終末段階では、「北校舎の友達や先生に伝わる分かりやすい

楽器の作り方を書きたい。」という目的の達成を振り返り、自

分で書けた喜びや相手に伝わった喜びを実感することをねら

いとした。そのために、伝えたい相手である北校舎の友達や先

生に、楽器の作り方の手順書を渡す活動を設定し、実際に作っ

たり、感想を言ったりしている動画を視聴する活動を設定し

た。伝えたい相手が、自分で書いた手順書を基に楽器を作って

いる動画を見て、Ｃ児は、うなずきながら笑顔で見ている様子

が見られた（資料５）。また、単元を通して

これまでに自分で書いてきた複数の手順

書を読んで振り返りを行った。資料６のよ

うに示す C児の発言が見られた（資料６）。                               

考察３ 

 終末段階において、動画を視聴する活動

は有効であった。その根拠は、伝えたい相

手に自分で書いた手順書を渡し、相手が楽

器を作ったり、感想を言ったりしている動画を視聴している際に、資料５や６のように、うなずきな

がら笑顔で見る姿や書けたことや伝わったことの喜びを表す発言が見られたからである。これは、自

分の書いた手順書が一番伝えたかった相手に伝わったという喜びと自分で書けた喜びを大きく味わっ

ている姿であると考える。 

(6) 全体考察 

本単元では、単元を通して、伝わる文章を書く喜びを味わう姿が見られた。それは、単元導入段階

で、目的意識をもたせたこと、展開段階で、書く内容や対象を変化させながら「想起・構成・伝達」

を繰り返したこと、終末段階で、目的の達成を振り返ったことが有効であったと考える。特に展開段

階において「想起・構成・伝達」の活動を繰り返した際に、資料３・４のように自分で書けた喜びと

相手に伝わった喜びを味わう姿が見られた。それは、ICT 機器や構成メモ、お手紙先生を活用したこ

とが有効であったためだと考えられる。しかし、「想起・構成」の際に教師が書き直しをさせる場面が

あった。自分で書けた喜びをより味わうためには、自分で書いた文章を読み直したり、友達とお互い

の文章を見合ったりして、文章を見直すための手立てが必要であったと考える。 

資料４ お手紙先生の価値付けと C児の姿 

資料５ 動画を視聴する C児の姿 

資料６ 自分で書いた手順書を基に、振り返るＣ児の発言 
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